
通読可能な分量に 
神経病理のエッセンスを凝縮

　病理医が慢性的に不足するわが国にあって，多
くの病理医は general pathologist として諸臓器
に向き合うことを余儀なくされているが，新規知
見が加速度的に蓄積される現代において，各領域
の知識を十全に備えることは年々難しくなってき
ている．特に神経病理は，その複雑な解剖，多彩
な組織構築や構成細胞，独特の染色法の数々から
して，多くの病理医が苦手とするところである
が，もとより疾患が多様である上に，概念の変遷
があり，新規病型の提唱や疾患の細分化が進んで
いることが，習得をより困難なものとしている．
また，神経病理の特徴の一つは，病理解剖でなけ
れば経験できない疾患が多いことであるが，新型
コロナウイルスの流行により解剖の機会の減少に
拍車がかかり，経験を積むことが一層困難となり
つつあることも，神経病理を学ぶ上での大きな障
壁となっている．
　この度改訂された『神経病理インデックス』
は，こうした難点を孕む神経病理の学習や診断の
実践において大きな手助けとなってくれる 1 冊で
あり，定評のあった旧版から実用性がさらに増し
た印象である．表紙イラストも魅力的な本書をひ
とたび開けば，美麗な肉眼・組織写真の数々，理
解を促進する豊富なイラスト，正常組織や種々の
疾患についての簡潔明瞭な解説に夢中となってし
まうであろう．私見では現状で最も優れた神経病
理の教科書と言っても過言ではなく，母国語でこ
のような良書に触れられることに幸せを感じずに
はいられない．通読可能な分量でありながら，
エッセンスは漏れなく盛り込まれているため，病
理学や脳神経内科学を研修中の医師や医学生を含
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む初学者にまずはお薦めしたい．また，経験豊富
ながら神経病理は敬遠しがちな一般の病理医に
とっても，神経病理の最新を網羅的に知ることが
できる本書は一読の価値がある．「インデックス」
の名が示す通り，辞書的な活用ももちろん可能で
ある．
　著者の新井信隆先生は神経病理分野で数々の業
績を残してきた一流の研究者であるとともに，

「東京都医学研・脳神経病理データベース」の構
築に従事するなど，わが国の神経病理学の教育に
多方面から貢献してこられた先生である．現在は
自ら設立された唯一無二の神経病理専門の株式会
社「神経病理　Kiasma ＆ Consulting」を運営さ
れ，文字通り全国を飛び回って神経病理学のコン
サルト活動を展開されている．当施設でも病理解
剖症例を中心に新井先生にご指導を仰いでおり，
深い教養を持ちつつ，ユーモアを兼ね備えた先生
のお人柄に魅了されている．本書においても詩的
な表現が散りばめられ，ページ右下にはさりげな
く海馬発生のパラパラ漫画が配されているなど遊
び心が反映されており，新井先生ならではの 1 冊
に仕上がっている．大幅な発展を遂げた本書の次
の改訂版を今から期待しつつ，これから数年間は
本書を堪能しながら神経病理に向き合っていきた
い．
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